
背 番 号 選 手 チ ー ム

1 0 古 島 　 佑 樹 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ

1 門 間 　 滉 介 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ

2 石 田 　 愛 里 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ

3 岡 野 　 大 我 田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ

4 坂 本 　 成 海 夏 見 台 ア タ ッ ク ス

5 松 本 　 海 斗 夏 見 台 ア タ ッ ク ス

6 山 口 　 将 弘 塚 田 ク ラ ブ

7 内 山 　 拓 哉 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ

8 榊 原 　 瑞 生 法 典 コ ン ド ル

9 金 城 　 貴 也 夏 見 台 ア タ ッ ク ス

1 1 斉 藤 　 雄 介 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ

1 2 北 野 　 翔 太 田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ

1 3 橋 本 　 佳 虎 習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ

1 4 西 尾 　 勇 紀 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ

1 5 橋 本 　 勇 樹 西 習 志 野 Ｇ Ｆ

1 6 柄 沢 　 侑 也 高 郷 ス タ ー ズ

1 7 竹 田 　 　  樹 西 海 ド ラ ゴ ン ズ

1 8 吉 河 　 拓 哉 三 山 パ ワ ー ズ

1 9 清 水 　 雅 登 薬 円 台 リ ト ル ス タ ー

2 0 木 澤 　 尚 文 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ

監 督 石 附 　 民 夫 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ

コ ー チ 中 井 　 勝 行 夏 見 台 ア タ ッ ク ス
コ ー チ 門 間 　 祐 二 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ

　 船 橋 市 地 域 対 抗 ６ 年 生 選 抜 メ ン バ ー

市
原

船
橋

0 0
0 0
0 0
0 1
0 0
0 0
0 0
0 1

市
原

船
橋

0 1
0 0
0 0
0 0
0 4
2 0
0 0
2 5

船
橋

東
総

0 0
0 0
0 1
1 0
2 0
0 0
X 0
3 1

船
橋

印
旛

0 0
0 0
0 0
1 0
0 0
0 2
0 1
1 3

第
九
回
地
域
対
抗
六
年
生

選
抜
大
会
に
お
い
て
船
橋
選

抜
チ
ー
ム
は
、
惜
し
く
も
優

勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
過
去

最
高
だ
っ
た
、
第
六
回
大
会

の
第
三
位
を
上
回
る
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

県
内
一
五
地
域
か
ら
一
六

チ
ー
ム
（
千
葉
市
二
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
一
一
月
二
七
、
二

八
日
の
二
日
間
で
行
わ
れ
た

大
会
は
、
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
が
改
修
工
事
の
た
め
、
秋

津
球
場
で
開
会
式
を
行
い
千

葉
、
習
志
野
、
船
橋
市
内
の

各
球
場
に
分
か
れ
て
初
日
の

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。初

戦
は
完
封
勝
ち

船
橋
選
抜
は
一
回
戦
を
開

会
式
終
了
後
の
秋
津
球
場
で

市
原
選
抜
と
対
戦
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
の
投
手
が
好
投
し
、

投
手
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

船
橋
は
四
回
表
に
ワ
ン
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
一
点
を
先
制
、

そ
の
後
市
原
の
反
撃
を
一
安

打
に
抑
え
完
封
勝
ち
を
収
め

ま
し
た
。

二
回
戦
は
習
志
野
球
場
に

場
所
を
移
し
、
千
葉
選
抜
Ａ

に
五
対
一
で
勝
ち
上
が
っ
た
、

前
年
優
勝
、
そ
し
て
今
年
も

優
勝
候
補
と
の
う
わ
さ
が
高

い
市
川
選
抜
と
の
対
戦
と
な

り
ま
し
た
。
一
回
表
に
、
三
、

四
番
の
連
続
安
打
で
一
点
を

先
制
、
四
回
に
も
相
手
投
手

交
代
の
機
に
乗
じ
大
量
四
点

を
取
り
五
対
〇
と
大
き
く
リ
ー

ド
し
ま
し
た
。
六
回
に
三
連

打
で
二
点
を
奪
わ
れ
ま
し
た

が
、
五
対
二
で
準
決
勝
進
出

を
決
め
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
準
決
勝
進
出

翌
二
八
日
、
美
浜
ふ
れ
あ

い
広
場
で
行
わ
れ
た
準
決
勝

東
総
選
抜
戦
で
は
、
三
回
に

一
点
を
先
制
さ
れ
ま
し

た
が
、
四
回
に
同
点
と

し
、
五
回
に
は
二
死
、

二
、
三
塁
か
ら
松
本
君

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン

ド
が
見
事
に
決
ま
り
、

二
塁
走
者
古
島
君
の
好

走
塁
で
二
点
を
奪
取
、

逆
転
に
成
功
し
ま
し
た
。

守
っ
て
は
六
回
、
七
回

を
一
安
打
、
零
点
に
抑

え
三
対
一
で
決
勝
戦
に

駒
を
進
め
ま
し
た
。
こ

の
試
合
で
は
木
澤
投
手

が
一
、
二
回
と
七
回
の

三
イ
ニ
ン
グ
を
打
者
九
人
に

対
し
奪
三
振
八
個
と
、
圧
巻

と
も
い
え
る
投
球
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
船
橋
選
抜
と
し
て

は
初
め
て
の
経
験
と
な
る
決

勝
戦
、
相
手
は
北
総
選
抜
を

四
対
二
で
下
し
た
印
旛
選
抜
。

試
合
は
四
回
の
裏
に
、
三
番
、

四
番
の
連
続
長
打
で
船
橋
選

抜
が
一
点
を
先
取
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
印
旛
選
抜
は
六
回
、

連
続
安
打
と
四
球
で
一
死
満

塁
と
反
撃
、
五
番
打
者
の
右

中
間
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
が
出

て
、
二
点
を
失
い
ま
し
た
。

船
橋
選
抜
も
そ
の
裏
、
一
死

満
塁
と
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ま

し
た
が
あ
と
一
本
が
出
ず
、

無
得
点
。
結
局
こ
の
回
に
点

が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
響

き
、
七
回
に
も
一
点
を
追
加

さ
れ
、
一
対
三
で
敗
戦
と
な

り
、
優
勝
は
次
年
度
以
降
へ

持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

短
い
準
備
の
中
で
見
事
な
準

優
勝
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
船
橋
選
抜
チ
ー
ム

の
監
督
は
、
夏
季
大
会
優
勝

の
田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

石
附
監
督
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
選
手
は
石
附
監

督
及
び
各
支
部
か
ら
の
推
薦

で
二
十
名
を
選
抜
し
、
コ
ー

チ
陣
は
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス

中
井
Ａ
監
督
、
ツ
イ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
門
間
Ａ
監
督
の
体

制
で
臨
み
ま
し
た
。

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た

初
顔
合
わ
せ
が
十
月
十
七
日
、

大
会
本
番
ま
で
一
月
ち
ょ
っ

と
、
練
習
試
合
は
六
試
合
こ

な
し
た
も
の
の
、
全
体
で
の

し
っ
か
り
し
た
練
習
も
あ
ま

り
出
来
な
い
よ
う
な
状
態
で

し
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

短
期
間
で
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
作
り
上
げ
た
、
選
手
並

び
に
指
導
者
に
感
謝
で
す
。

な
お
、
木
澤
君
と
吉
河
君

が
今
大
会
の
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

一
二
月
二
六
日
か
ら
福
岡
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｐ

Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
お
い
て
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
は
予
選

リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
、
二
八

日
の
決
勝
戦
で
ヤ
ク
ル
ト
ス

ワ
ロ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
に
八
対

二
で
勝
ち
初
優
勝
し
ま
し
た
。

千
葉
ロ
ッ
テ
は
フ
ァ
ー
ム

日
本
選
手
権
、
日
本
シ
リ
ー

ズ
に
続
き
三
冠
を
達
成
し
ま

し
た
。
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表彰終了後の船橋選抜の選手たち

初
の
決
勝
進
出

見
事
準
優
勝
に
輝
く



習
志
野
台

西
　
　
船

2 1
0 0
0 1
0 0
0 1
0 0

2 X 0
4 3

さ
ざ
ん
か

三
　
　

山

2 1
3 0
3 0
0 0
0 1
1 0
X 2
9 4

第
三
三
回
新
人
大
会
の
決

勝
戦
は
、
十
一
月
十
四
日
運

動
公
園
球
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。決

勝
戦
は
西
船
ウ
ィ
ン
グ

ス
習
志
野
台
ワ
ン
パ
ク
ズ
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
初
回
、

先
攻
の
西
船
は
敵
失
で
出
塁

し
た
先
頭
打
者
を
三
番
峯
川

君
の
適
時
打
で
一
点
を
先
取
。

そ
の
裏
、
習
志
野
台
は
一
番

長
崎
君
が
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
、

二
盗
、
牽
制
悪
送
球
の
間
に

ホ
ー
ム
イ
ン
し
同
点
、
二
死

後
、
連
続
四
球
で
一
、
二
塁

と
し
、
六
番
山
田
君
の
レ
フ

ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
二
塁
走

者
菊
地
君
還
り
逆
転
し
ま
し

た
。一

点
を
追
う
西
船
は
三
回
、

峯
川
君
の
左
中
間
を
破
る
三

塁
打
、
五
番
中
林
君
の
右
前

安
打
で
同
点
に
追
い
付
き
ま

し
た
、
さ
ら
に
五
回
、
エ
ラ
ー

と
四
球
で
出
塁
し
た
ラ
ン
ナ
ー

を
手
堅
く
送
り
、
一
死
二
、

三
塁
と
し
、
六
番
真
柳
君
の

三
遊
間
へ
の
ヒ
ッ
ト
で
一
点

を
勝
ち
越
し
ま
し
た
。

一
点
差
で
迎
え
た
七
回
の

裏
、
習
志
野
台
は
一
番
か
ら

の
好
打
順
、
先
頭
の
長
崎
君

が
三
遊
間
を
破
る
ヒ
ッ
ト
、

二
番
村
山
君
の
投
前
バ
ン
ト

が
エ
ラ
ー
を
誘
い
、
一
、
二

塁
。
続
く
長
岡
君
も
レ
フ
ト

前
ヒ
ッ
ト
で
無
死
満
塁
と
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
。
四
番
菊
地

君
も
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
続

き
、
三
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
ホ
ー

ム
イ
ン
し
て
同
点
に
、

二
塁
ラ
ン
ナ
ー
も
ホ
ー

ム
を
狙
っ
た
が
、
タ
ッ

チ
ア
ウ
ト
。
し
か
し
、

五
番
、
六
番
の
連
続

ヒ
ッ
ト
で
長
岡
君
が

生
還
し
、
劇
的
な
サ

ヨ
ナ
ラ
逆
転
勝
利
で

優
勝
し
ま
し
た
。

習
志
野
台
ワ
ン
パ

ク
ズ
は
十
年
ぶ
り
二

回
目
の
優
勝
、
西
船

ウ
ィ
ン

グ
ス
は

春
季
大

会
に
続

く
初
優

勝
を
狙

い
ま
し

た
が
、

惜
し
く

も
準
優

勝
に
終

わ
り
ま

し
た
。
三
位
は
習
志
野
サ
ン

デ
ー
ズ
、
夏
見
パ
ワ
ー
ズ
で

し
た
。

な
お
、
表
彰
式
で
は
昨
年
か

ら
こ
の
大
会
を
後
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
、
江
本
省
三

さ
ん
（
慶
応
義
塾
大
学
野
球

部
監
督
）
か
ら
、
入
賞
チ
ー

ム
に
優
勝
杯
等
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

新
人
戦
終
了
後
に
行
わ
れ

た
、
第
三
五
回
秋
季
大
会
の

決
勝
戦
は
、
三
年
ぶ
り
に
決

勝
戦
に
進
出
し
た
さ
ざ
ん
か

ポ
ニ
ー
ズ
と
、
準
決
勝
戦
を

三
回
コ
ー
ル
ド
で
勝
ち
抜
き

初
め
て
決
勝
戦
に
臨
む
三
山

パ
ワ
ー
ズ
の
初
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。

先
攻
の
三
山
は
二
死
後
、

死
球
を
足
が
か
り
に
幸
先
良

く
一
点
を
先
取
し
ま
し
た
。

そ
の
裏
さ
ざ
ん
か
は
二
死
後

か
ら
同
じ
よ
う
に
死
球
に
安

打
を
か
ら
め
二
点
を
取
り
逆

転
に
成
功
し
ま
し
た
。

さ
ざ
ん
か
は
二
回
、
三
回

に
も
三
点
づ
つ
を
挙
げ
八
対

一
と
大
き
く
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。
三
山
パ
ワ
ー
ズ
も
五
回
、

七
回
に
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、
二

点
と
得
点
し
ま
し
た
が
、
反

撃
も
そ
こ
ま
で
、
六
回
裏
に

も
一
点
を
追
加
し
た
さ
ざ
ん

か
が
九
対
四
で
勝
利
し
、
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

準
優
勝
は
三
山
パ
ワ
ー
ズ
、

三
位
は
西
習
志
野
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
イ
タ
ー
、
前
原
エ
イ
ト

マ
ン
で
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年１２月２８日第１２号（通算５０号） （２）

今
年
も
劇
的
な

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

優勝旗を授与する江藤省三さん

１０年ぶり２回目の優勝の習志野台ワンパクズ

準優勝の西船ウィングス



開
会
式
は
ナ
イ
タ
ー

今
年
初
め
て
の
開
催
と
な

る
、
東
武
鉄
道
杯
野
田
線
沿

線
野
球
大
会
は
十
月
二
日
か

ら
二
三
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
は
二
三
日
、
流
山
市

総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
午

後
六
時
か
ら
開
始
さ
れ
参
加

三
二
チ
ー
ム
の
選
手
が
ナ
イ

タ
ー
照
明
の
も
と
入
場
行
進

し
ま
し
た
。

試
合
は
翌
日
か
ら
東
西
二

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
熱
戦
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
試
合
は

船
橋
市
が
主
管
と
な
り
、
若

松
公
園
球
場
で
九
日
、
十
日

の
日
程
で
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
順

延
と
な
り
、
十
六
日
に
ブ
ロ
ッ

ク
準
決
勝
が
行
わ
れ
、
船
橋

市
の
み
ゆ
き
フ
ァ
ル
コ
ン
ズ

と
西
船
ウ
ィ
ン
グ
ス
が
決
勝

戦
に
進
出
し
ま
し
た
。
な
お

船
橋
所
属
の
チ
ー
ム
は
、
準

決
勝
戦
で
み
ゆ
き
に
負
け
た

習
志
野
サ
ン
デ
ー
ズ
が
ブ
ロ
ッ

ク
三
位
に
、
法
典
コ
ン
ド
ル

は
二
回
戦
柏
市
の
豊
上
ジ
ュ

ニ
ア
ー
ズ
に
サ
ヨ
ナ
ラ
逆
転

負
け
で
惜
し
く
も
準
決
勝
に

は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
及
び
本
大

会
決
勝
は
二
三
日
、
流
山
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
は
西

船
ウ
ィ
ン
グ
ス
を
三
対
一
で

下
し
た
み
ゆ
き
フ
ァ
ル
コ
ン

ズ
が
優
勝
し
、
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
を
制
し
た
流
山
市
の
加
岸

ベ
ア
ー
ズ
と
初
代
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
賭
け
て
本
大
会
決
勝

を
行
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
準
優
勝
に
終
わ
り
ま
し

た
。な

お
、
来
年
の
第
二
回
大

会
の
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は

松
戸
市
の
主
管
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

最
高
殊
勲
選
手
は
植
村
支
部

長
？学

童
部
最
後
の
行
事
、
支

部
対
抗
戦
が
十
一
月
二
三
日

若
松
公
園
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降

り
続
き
、
開
始
の
時
間
を
遅

ら
せ
、
外
野
芝
生
部
分
を
使

用
し
て
の
開
始
と
な
り
ま
し

た
。

第
一
試
合
が
始
ま
る
頃
に
は

雨
も
あ
が
り
、
東
部
対
南
部
、

西
部
対
北
部
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

東
部
支
部
は
一
、
二
、
五

回
に
一
点
づ
つ
を
あ
げ
、
南

部
支
部
を
〇
点
に
抑
え
、
ま

た
、
三
点
を
先
攻
し
西
部
支

部
は
北
部
支
部
の
追
い
上
げ

を
振
り
切
り
三
対
二
で
勝
ち

あ
が
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
大
柄
な
選
手
の

多
い
東
部
支
部
に
対
し
小
柄

な
西
部
支
部
の
対
戦
に
な
り

ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
投

手
の
好
投
と
バ
ッ
ク
の
好
守

備
に
よ
り
互
い
に
譲
ら
ず
、

〇
対
〇
の
ま
ま
延
長
戦
に
入

り
ま
し
た
。
延
長
戦
で
も
両

支
部
決
め
手
が
な
く
、
九
回

が
終
わ
っ
て
も
無
得
点
の
ま

ま
、
時
間
も
過
ぎ
て
い
た
た

め
、
恒
例
の
支
部
長
に
よ
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
抽
選
に
な
り
ま

し
た
。

三
回
戦
制
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

勝
負
、
選
手
た
ち
が
見
守
る

な
か
一
回
戦
を
勝
っ
た
の
は

平
田
東
部
支
部
長
、
二
回
戦

は
植
村
西
部
支
部
長
が
勝
ち

同
点
に
。
最
後
の
一
戦
は

「
あ
い
こ
」
を
数
度
繰
り
返

し
た
の
ち
、
植
村
支
部
長
が

「
グ
ー
」
を
出
し
、
西
部
支

部
の
優
勝
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
戦
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の

抽
選
を
制
し
た
西
部
支
部
が

二
年
ぶ
り
の
優
勝
、
昨
年
優

勝
の
東
部
支
部
は
準
優
勝
、

三
位
北
部
支
部
、
４
位
は
南

部
支
部
で
し
た
。
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総合準優勝 みゆきファルコンズ

優勝の西部支部選抜チーム

今
号
は
好
成
績
だ
っ
た
地
域

対
抗
六
年
生
選
抜
大
会
が
メ
イ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

掲
載
で
き
な
か
っ
た
五
市
親
善

等
に
つ
い
て
は
は
次
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。



新
米
支
部
長
ご
挨
拶

松
の
内
も
明
け
や
ら
ぬ
今

年
の
正
月
、
所
属
ク
ラ
ブ

（
小
栗
原
ベ
ア
ー
ズ
）
の
四

人
の
重
鎮
か
ら
お
声
が
け
い

た
だ
き
（
呼
び
出
さ
れ
？
）
、

近
所
の
焼
肉
屋
に
出
向
い
た

の
が
運
の
尽
き
で
し
た
。
重

鎮
諸
氏
が
口
を
揃
え
て
い
わ

く
、
「
植
村
さ
ん
に
折
り
入
っ

て
頼
み
が
あ
る
。
次
の
支
部

長
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
」
。

西
部
支
部
で
は
ク
ラ
ブ
持

ち
回
り
（
二
年
任
期
）
で
支

部
役
員
を
分
担
し
、
次
期
支

部
長
は
我
が
ク
ラ
ブ
が
務
め

る
番
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
支
部
長
は
荷
が
重
す
ぎ
ま

す
！
」
と
固
辞
し
た
も
の
の
、

多
勢
に
無
勢
、
言
い
含
め
ら

れ
る
ま
ま
、
眼
前
に
供
さ
れ

た
上
カ
ル
ビ
と
豚
足
を
ウ
ー

ロ
ン
ハ
イ
で
流
し
込
み
、
気

が
つ
い
た
ら
「
わ
か
り
ま
し

た
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
…
。

内
輪
の
話
は
こ
れ
ぐ
ら
い

に
し
て
、
受
け
た
か
ら
に
は

や
り
遂
げ
る
の
が
男
。
塚
田

ク
ラ
ブ
の
花
田
前
支
部
長
か

ら
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
右
往

左
往
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
経
験
が
浅
く
、

何
を
す
る
に
も
初
め
て
の
こ

と
だ
ら
け
で
戸
惑
い
つ
つ
も
、

な
ん
と
か
一
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
、

新
た
な
発
見
、
新
た
な
出
会

い
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
特

に
思
い
知
っ
た
の
は
、
い
か

に
多
く
の
方
々
が
各
種
大
会

の
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
。
各
ク
ラ
ブ
の

指
導
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
少
年
野
球

は
数
多
の
縁
の
下
の
力
に
支

え
ら
れ
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

至
ら
ぬ
と
こ
ろ
多
々
あ
れ

ど
、
学
童
部
や
西
部
支
部
の

皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
所
属

ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
ど

う
に
か
こ
う
に
か
任
期
の
半

分
を
遂
行
。
ま
だ
ま
だ
新
米

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
、

来
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
西
部
支
部
長

植
村
浩
志
）

少
数
だ
け
ど
、
頑
張
っ

て
い
ま
す

西
部
支
部
に
所
属
す
る
の

は
次
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

・
法
典
コ
ン
ド
ル

・
藤
上
デ
ィ
ア
ー
ズ

・
丸
山
ベ
ア
ー
ズ

・
西
船
ウ
ィ
ン
グ
ス

・
小
栗
原
ベ
ア
ー
ズ

・
塚
田
ク
ラ
ブ

西
部
支
部
の
今
年
最
大
の

ト
ピ
ッ
ク
は
、
八
月
に
藤
上

ベ
ア
ー
ズ
と
牡
鹿
台
デ
ィ
ア
ー

ズ
が
合
併
し
て
「
藤
上
デ
ィ

ア
ー
ズ
」
が
発
足
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
塚
本

代
表
に
よ
る
別
稿
を
お
読
み

い
た
だ
く
と
し
て
、
選
手
数

八
〇
名
を
超
す
ビ
ッ
グ
チ
ー

ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
よ
り
西
部
の

ク
ラ
ブ
は
一
つ
減
っ
て
６
ク

ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
数
は

少
な
い
で
す
が
、
ど
の
ク
ラ

ブ
も
学
童
部
大
会
優
勝
、
県

大
会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
資
料
を
紐
解
い

て
み
る
と
、
今
年
の
法
典
コ

ン
ド
ル
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

西
部
所
属
の
ク
ラ
ブ
が
県
大

会
（
ろ
う
き
ん
旗
）
に
６
年

連
続
出
場
す
る
な
ど
、
近
年

メ
キ
メ
キ
と
実
力
を
つ
け
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
春
季
大
会
Ｂ
リ
ー
グ
優
勝
、

新
人
大
会
準
優
勝
の
西
船
ウ
ィ

ン
グ
ス
を
は
じ
め
、
来
年
以

降
の
活
躍
も
大
い
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

西
部
支
部
の
今
年
を
締
め

く
く
る
出
来
事
と
し
て
、
支

部
選
抜
チ
ー
ム
が
５
市
親
善

大
会
準
優
勝
、
支
部
対
抗
戦

優
勝
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
詳
細
は
選
抜
チ
ー
ム
を

率
い
た
新
井

監
督
の
次
号
に
お
譲
り
し
ま

す
が
、
小
柄
な
選
手
ば
か
り

の
西
部
選
抜
チ
ー
ム
の
頑
張

り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
応
援
も
含
め
、

ま
さ
に
支
部
一
丸
と
な
っ
て

獲
得
し
た
栄
冠
だ
と
思
い
ま

す
。
西
部
の
皆
さ
ん
、
来
年

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

新
生
「
藤
上
デ
ィ
ア
ー

ズ
」
の
誕
生

藤
上
ベ
ア
ー
ズ
創
部
昭
和
四

九
年
、
牡
鹿
台
デ
ィ
ア
ー
ズ

昭
和
四
九
年
、
共
に
三
五
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
少
年
野

球
チ
ー
ム
で
す
。
ち
な
み
に
、

私
が
チ
ー
ム
に
係
わ
り
始
め

た
頃
（
二
七
年
前
）
に
は
、

少
年
学
童
部
西
部
支
部
に
所

属
す
る
チ
ー
ム
は
九
チ
ー
ム

で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。も

と
も
と
藤
上
ベ
ア
―
ズ
、

牡
鹿
台
デ
ィ
ア
ー
ズ
の
チ
ー

ム
母
体
（
所
属
小
学
校
）
は

法
典
小
学
校
で
あ
り
、
現
在

は
法
典
東
小
学
校
の
子
供
も

チ
ー
ム
の
重
要
な
要
員
で
す
。

本
年
平
成
二
二
年
に
牡
鹿
台

デ
ィ
ア
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ン
ド
で
あ
っ
た
法
田
中
学
校

の
第
二
グ
ラ
ン
ド
を
、
所
有

者
に
返
還
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
以
前
話
が
出
て

い
た
チ
ー
ム
合
併
の
話
が
現

実
と
な
っ
た
の
で
す
。

平
成
二
二
年
八
月
を
も
っ

て
新
生
「
藤
上
デ
ィ
ア
ー
ズ
」

の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。
現

有
選
手
は
八
〇
名
以
上
。
第

一
の
目
標
は
県
大
会
へ
の
出

場
で
す
。
合
併
に
際
し
ご
協

力
頂
い
た
学
童
本
部
、
支
部

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

藤
上
デ
ィ
ア
ー
ズ
代
表

塚
本
樺
雄
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12月5日に法典グランドで行われた西部支部閉会式。

今年の西部支部リーグ戦は、Ａリーグが牡鹿台ディ

アーズ（旧チームで参加）の優勝、ＢリーグとＣリー

グは西船ウィングスが優勝しました

藤上ディアーズ全員集合。ユニホームも新調しま

した！


